
事 業 提 案 団 体 法吉・白鹿・真山の自然と文化を育む会 

事 業 名 白鹿山、真山、ほたるの里公園の保全と活用 

 

団 体 紹 介 

 

・以前から、法吉地区のシンボルである真山、白鹿山の解説版や標柱のき

損が目立ち、ほたるが出現する北田川（常福寺川）の護岸周辺が荒廃し

ていた。 

・この会は平成 3年に白鹿山と真山の保全と活用を図る目的で、法吉公民

館主導のもとに結成された。 

・平成 9年に「法吉地区子どもエコクラブ」が結成され、平成 29年まで 20

年間に亘り、子どもたちによる自然保護活動が展開された。 

・その後、活動に休止期間があったが、令和 4年から活動を再開。 

事 業 の 内 容 

１．案内板、道標の取り換え   ２．環境保護の啓発看板の取り換え 

３．倒木、危険木、景観保全支障木の伐採 

４．登山路に木製階段、安全ロープを設置 

５．登山会  ６．ほたるの観察会  ７．白鹿ほたるの里公園整備 

８．倒木を利用した椎茸の栽培  ９．環境学習講演会の開催 

発足以来、登山会や自然観察会、登山路の整備、解説版などの設置、 

樹木名札の取り付けなどの活動を実施。 

課 題 

・管内の事業所の理解と援助 

・活動拠点（事務局）の確保 

・若年層の確保と活動 

・活動資金の充実 

主 な 活 動 地 区 法吉 

【メモ欄】 

疑問に思ったことや、聞いてみたいことなどご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



白鹿山と真山について 

法吉・白鹿・真山の自然と文化を育む会 

 

 

はじめに 

  戦国時代、中国地方では大内氏、毛利氏、尼子氏の三つ巴の覇権争いが続いた。 

 

雲芸攻防戦  

大内氏を滅ぼした毛利氏は、永禄 5年（1562）出雲に侵攻、洗合山を向城として荒隈城を築く。尼子氏の本拠地、広瀬

の富田城を攻めるうえでは、まず白鹿城を攻略しなければならなかった。永禄 6 年 8 月、吉川元春が真山に陣を敷き、

籠城戦となり同年 10 月白鹿城は落城した。永禄 8 年、富田城総攻撃後、籠城戦となり、永禄 9 年尼子方は降伏し、富

田城は毛利方に明け渡された。 

 

尼子復興戦 

 永禄 12 年（1569）、山中鹿介は、京都で尼子勝久をかつぎ、真山城を奪取し、富田城に迫るが、布部山の戦いで総崩

れ、出雲奪還の夢はむなしく消えた。 

 山中鹿介は高瀬城で降伏し、尾高城に幽閉されたが、脱出した。真山城も総攻撃された。 

 因幡でゲリラ戦を展開し、羽柴秀吉から兵庫の上月城を任されたが信長に見捨てられ、鹿介らは降伏した。尼子勝久

は切腹したが、鹿介は生け捕りとなり、毛利輝元のいる備中松山城（高梁市）へ移送中、阿井の渡し場で討ち取られた。

享年 34歳。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 提 案 団 体 島根半島東部ナショナルパークライド実行委員会 

事 業 名 サイクルイベントで地域活性化！ 

団 体 紹 介 

・人口減少が進む島根半島の美保関町・島根町・鹿島町・八束町・本庄地区

において、地域住民が地域の魅力を再確認し誇りを持つとともに、その魅

力を内外に知ってもらうためにサイクリング大会を企画 

・一般社団法人松江観光協会 美保関町支部に事務局を置く 

事 業 の 内 容 

・大規模な地殻変動により造られた「島根半島」の稀有な自然環境を舞台に、

最高に楽しめる秋のサイクリング大会を開催。 

・絶景の日本海、中海を巡りながら、エイドステーションでご当地のグルメ 

を堪能できる。 

・ロングコース・ショートコースの二つのコースから個々の能力に合わせて

コースが選べる。 

課 題 

・大会運営安定化のための地域スタッフ拡充 

・持続可能な運営のための資金調達 

・参加者増を図るための大会の魅力向上と効果的な情報発信 

主 な 活 動 地 区 島根半島（美保関町～八束町～本庄町～鹿島町～島根町） 

【メモ欄】 

疑問に思ったことや、聞いてみたいことなどご自由にお書きください。 
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事 業 提 案 団 体 東出雲メタバース研究会 

事 業 名 東出雲の魅力再発見・創出へつなぐメタバース活用事業 

団 体 紹 介 

【２０２４年】 

 ◆１～２月：東出雲メタバース研究会立ち上げ 

 ◆３～４月：モチーフ、デザイン協議 

 ◆４～８月：ＥＣサイト、ＮＦＴ、メタバース制作 

 ◆８～９月：リリース 

 東出雲在住の若者が中心となり構成された任意団体 

 会は、代表・委員で構成され、委員には東出雲在住メンバーを含む 

事 業 の 内 容 

・メタバースを活用した東出雲地区のブランディング事業 

・注目度の高いメタバースを用いて、東出雲の魅力創出と発信を県内のみな 

らず、全国、ひいては世界にまで届け、外部から訪れる人や定住する人を 

増やして地域活性化につなげていく。 

・メタバースを介して神話や伝承、歴史文化などをモチーフにした東出雲な 

らではのＮＦＴを作成・展開し、全国のＮＦＴファンへ東出雲の魅力を伝 

えることで知名度と関係人口の増加を目指す 

課 題 

・継続的な事業展開のための工夫  ・若手の参画 

・地域の方が参加しやすい雰囲気づくり 

・IT用語を身近に感じてもらい、メタバースの認知度 UP 

主 な 活 動 地 区 東出雲 

【メモ欄】 

疑問に思ったことや、聞いてみたいことなどご自由にお書きください。 



■メタバースを体験してみてください！ 

★ https://space.hacosco.com/avance/ 

★ https://space.hacosco.com/yasugigeshiki/ 

★ https://www.spatial.io/s/tama_2-640b4db5a49c9b5b805b4a6c?share=1623924126737307471 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


